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研究内容(概要) 
 ⽇本が⽬指す未来社会の姿とされる Society 5.0 では，AI や IoT，ロボット，ビッグデー
タなどの⾰新技術をあらゆる産業や社会に取り⼊れ，超スマート社会を実現することが期
待されている．その社会の実現に向け，様々なデータを収集する⼤量のセンサへの電⼒供給
の課題がある．現在，化学電池がその電源を担っているが，代替電池の開発が求められてい
る．⻑期間にわたり⾃⽴してデータ収集を⾏う超⼩型 IoT デバイスの実現には，バッテリ
レスでメンテナンスフリーな動作が必要である．そこで次世代のエネルギー源として，再⽣
可能エネルギーに注⽬が集まっている．環境発電デバイスを⽤いて，⾃然環境から得られる
エネルギーを収穫し，電気エネルギーに変換するエネルギーハーベスティングを活⽤する． 

本研究では，超⼩型 IoT デバイスの⾃⽴電源化を⽬指し，再⽣可能エネルギーを⾼効率
に利⽤する技術を開拓することを⽬的とする． 環境発電デバイスから得られる電⼒は発電
環境に依存し，⾮常に微弱で不安定であるという課題がある．これまでの研究で⾏ってきた
ナノアンペアオーダーの微⼩電流で駆動する超低消費電⼒ LSI を活⽤することで，持続的
な電⼒供給を実現する．今回は，再⽣可能エネルギーとして，光から得られるエネルギーを
利⽤する．超⼩型太陽電池は，LSI シリコンウェハ上に 〜 数 mm のサイズで実装し，従来
技術よりも極めて⼩さいエレクトロニクスシステムを構築することを⽬指す．  


